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Fukuga Kagura

北海道江差町（江差追分会） Esahi Oiwake

あなたの知らない日本の原風景がここにある



◉早川町：雨畑真石硯の根付けストラップづくり／書道体験 
◉阿武町：和太鼓体験、衣装（蛇頭）をつけて写真撮影
◉阿武町：ABU ノーマルな暮らし体験プログラム
◉江差町：江差追分の唄い方指導体験

◉U35料理人「おいしい記憶の屋台通り」
○美しい村おつまみ盛り合わせ　
○美しい村お菓子盛り合わせ
○多良間豚の豚汁　○鶴居村鹿肉ロースト丼
○美しい村カレー　
○美しい村スペシャルドリンク

特別シェフ ( キッチンカー担当 )
清藤洸希 「枯朽」/ 「ミシュランガイド東京」では、2024
年から 2 年連続でセレクテッドに掲載されている。料理
人コンテストの RED U-35 では、ゴールドエッグを受賞。
西木夢人「キッチンカー料理人」/ 料理の道に興味を持ち、
理容師から一転、飲食の世界に入る。現在は自身の趣味
であるサバイバルゲームなどのイベントを中心に、キッ
チンカー料理人として各地で活動している。

◆加盟町村地域による

〈ステージ披露〉

◆加盟町村地域による

日本で最も美しい村マルシェ

体験ブース

◆「日本で最も美しい村」連合の
　インフォメーションブース

「地域の伝統」を「100年残るエンタメ」に。
100年前には100年前の、現代には現代の、そして100年後には100年後
の人々を熱狂させる形がきっとあるはずです。いつも最高にエキサイティン
グなあり方を追求し、恐れずに変化し続けるのが福賀神楽保存会の精神です。

奄美群島で古くから歌い継がれてきた奄美シマ唄。島唄の「シマ」
とは、奄美において「集落」や「生まれ育った故郷」を意味し、島民た
ちにとって日々の暮らしになくてはならないものでした。牧岡奈美
さんは小さい頃からシマ唄を始め、数々の大賞を受賞。現在も奄美
観光大使として奄美シマ唄を伝え唄い、多方面で活躍されています。
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〈江差追分〉江差町の登録資源。江戸時代に信州・中山道
で唄われた馬子唄をルーツとする民謡。江差では謙良節
と追分節が融合し独特の音調を持つ節となったと伝わる。

〈江差三下り〉江差追分が完成する過程の元唄とされる民
謡。浜小屋や茶屋で唄われ、女等（あやこ）によって座敷
唄となり、三弦の三下り調子として完成した。

【出店】19 町村地域/ 北海道美瑛町、北海道鶴居村、北海道赤井川村、北海
道中札内村、北海道標津町、北海道清里町、北海道黒松内町、北海道京極町、
山形県大蔵村、青森県佐井村、福島県大玉村、長野県原村、栃木県那珂川
町小砂、山梨県早川町、静岡県松崎町、香川県まんのう町、徳島県上勝町、
山口県阿武町、鹿児島県喜界町
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第4回日本で最も美しい村まつりの
詳細情報は特設HPをご覧ください。

主催：NPO法人「日本で最も美しい村」連合
後援：総務省、農林水産省、観光庁、全国町村会、港区、
　　　港区観光協会
協力：「日本で最も美しい村」連合加盟57町村地域　
特別協賛

バーカウンター

鹿のロースト

キッチンカー

〈 雨天決行 〉会場｜東京ポートシティ竹芝　住所：東京都港区海岸一丁目 7 番 1 号


